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「

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
本
県
の
取
組
み
に
つ
い
て
」 

障
が
い

が
あ

る
人

の
移
動

や
、

意
思
疎

通
を

無
理

の

な

い

範

囲

で

支

援

す

る

「

合

理

的

配

慮

」

を

、 
 

企
業
や

店
舗

な
ど

の
民
間

事
業

者
に
義

務
付
け

る
、 

障

害

者

差

別

解

消

法

の

改

正

法

案

が

、

本

年

５

月 

２
８
日

の
参

議
院

本
会
議

で
、

全
会
一

致
で
可

決
成

立
さ
れ

ま
し

た
。

政
府
は

、
あ

ら
ゆ
る

人
が
暮

ら
し

や

す

い

「

共

生

社

会

」

を

実

現

す

る

た

め

、

環

境 
 

整
備
を

急
ぐ

こ
と

と
し
て

い
ま

す
。 

 

法

改
正
に

よ
り

、
民
間

事
業

者
の

合
理
的

配

慮
の

提
供
が

義
務

化
さ

れ
ま
す

。
衆
参

の
内

閣
委

員
会
で

、

①
差
別

の
定

義
、

②
ワ
ン

ス
ト

ッ
プ
相

談
窓
口

の
実

施

、

③

都

道

府

県

に

よ

る

事

例

の

収

集

と

公

表

、 
 

④
障
害

女
性

の
複

合
差
別

の
防

止
、
⑤

法
の
対

象
範

囲
、
合

理
的

配
慮

提
供
へ

の
財

政
措
置

、
⑥
学

校
で

の
合
理

的
配

慮
、

⑦
環
境

整
備

、
⑧
施

行
期
日

等
の

重
要
課

題
に

つ
い

て
、
が

審
議

さ
れ
、

附
帯
決

議
も

採
択
さ

れ
ま

し
た

。 

 

従

来
と
違

い
、

民
間
事

業
者

に
は

努
力
を

求

め
る
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だ
け
の

も
の

が
義

務
化
さ

れ
、

準
備
に

時
間
が

必
要

と
あ
り

ま
す

が
、

施
行
日

は
公

布
か
ら

３
年
を

超
え

な
い
こ

と
と

さ
れ

て
い
ま

す
。 

政

府

は

事

業

者

と

障

害

者

の

双

方

に

対

応

す

る 

相
談
窓

口
の

整
備

や
、
ど

の
よ

う
な
配

慮
が
必

要
か

を
ま
と

め
た

事
例

集
な
ど

の
周

知
を
進

め
、
可

能
な

限
り
、

一
日

も
早

い
施
行

を
目

指
す
こ

と
が
求

め
ら

れ
て
い

ま
す

。
そ

こ
で
質

問
し

ま
す
。 

①
本
県

の
取

組
み

啓
発
の

状
況

と
共
に

、
民
間

事
業

者
へ
の

周
知

徹
底

に
つ
い

て
、

当
局
の

取
組
み

と
、

ご
所
見

を
お

示
し

下
さ
い

。 

②
次
に

、
特

に
障

害
の
あ

る
女

性
や
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
、

セ
ク
シ

ャ
ル

マ
イ

ノ
リ
テ

ィ
を

含
む
、

性
的
少

数
者

等
へ
の

複
合

的
な

差
別
の

解
消

に
関
す

る
情
報

の
収

集
、
分

析
の

進
捗

状
況
、

今
後

の
本
県

の
取
組

み
に

つ
い
て

、
当

局
の

ご
所
見

を
お

伺
い
し

ま
す
。 

③

最

後

に

、

本

県

の

合

理

的

配

慮

へ

の

取

組

み

、 
 

市
町
村

へ
の

取
組

状
況
の

確
認

に
つ
い

て
、
ご

所
見

を
お
伺

い
し

ま
す

。 
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「

障

が
い

等
を

理

由

と
す

る
差

別

の
解

消
の

推
進

に

関
す
る
本
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」 

（
長
崎

幸
太

郎
山
梨
県
知
事 

答

弁
）
障

害

が

あ

る

と
か
性

的
少

数
者

で
あ
る

と
い

う
理
由

だ
け
で

、
社

会
に
お

け
る

活
躍

が
阻
ま

れ
、

可
能
性

の
開
花

が
妨

げ
ら
れ

る
こ

と
が

な
い
よ

う
、

県
、
事

業
者
、

県
民

が
一
体

と
な

っ
て

、
差
別

の
解

消
に
向

け
た
環

境
づ

く
り
に

取
り

組
ん

で
い
く

必
要

が
あ
り

ま
す
。 

ま
ず
、

民
間

事
業

者
へ
合

理
的

配
慮
を

浸
透

す
る

た
め
の

取
り

組
み

に
つ
い

て
で

あ
り
ま

す
。 

県
で
は

、
障

害
者 

差

別
解
消

推

進
員

が
中

心

と
な

っ
て
、

民
間

事
業

者
の
直

面
す

る
具
体

的
な
課

題
の

解
決
を

支
援

す
る

と
と
も

に
、

事
業
者

向
け
の

講
座

を
開
催

し
、

好
事

例
の
紹

介
な

ど
を
行

っ
て
お

り
ま

す
。 ま

た
、

障
害

者
へ

の
接
し

方
や

職
場
環

境
に

配
慮

の
あ
る

企
業

等
を

、
心
の

バ
リ

ア
フ
リ

ー
宣
言

事
業

所

と

し

て

登

録

し

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

や

広

報

紙

を 

活
用
し

て
、

そ
の

活
動
を

周
知

す
る
こ

と
に
よ

り
、

他
の
事

業
所

へ
の

浸
透
を

図
っ

て
い
ま

す
。 
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次
に
、
複
合

的
な

差
別
の

解
消
に

つ
い

て
で

す
が
、

障
害
の

あ
る

女
性

へ
の
複

合
的

差
別
に

つ
い
て

は
、

地
域
の

関
係

者
で

構
成
す

る
障

害
者
差

別
解
消

支
援

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
な
ど

で
、

事
例
の

収
集
や

対
応

方
法
の

検
討

を
行

っ
て
お

り
ま

す
。 

ま
た
、
性
的

少
数

者
へ
の

理
解
促

進
に

向
け

て
は
、

県
民
を

対
象

と
し

た
講
演

会
の

開
催
に

加
え
、

本
年

度
は
当

事
者

や
有

識
者
な

ど
か

ら
な
る

多
様
性

を
尊

重
す
る

検
討

会
を

設
置
し

、
取

り
組
む

べ
き
施

策
の

検
討
を

進
め

て
い

る
と
こ

ろ
で

す
。 

次
に
、

県
内

の
学

校
に
お

け
る

性
的
少

数
者

等
に

配

慮

し

た

制

服

の

導

入

状

況

に

つ

い

て

は

、

県

立 

高
校
で

は
、

女
子

の
制
服

に
ス

ラ
ッ
ク

ス
を
導

入
し

て
い
る

学
校

が
、

令
和
２

年
度

は
１
１

校
、
３

年
度

は
１
７

校
と

、
着

実
に
増

加
し

て
お
り

ま
す
。 

ま
た
、

中
学

校
に

お
き
ま

し
て

も
、
昨

年
度

か
ら

１
校
が

女
子

の
制

服
に
ス

ラ
ッ

ク
ス
を

導
入
し

、
本

年
度
も

更
に

１
校

が
対
応

を
始

め
ま
し

た
。 

今
後
も

、
全

て
の

県
民
の

そ
れ

ぞ
れ
の

可
能
性

を
最

大
限
に

開
花

さ
せ

る
社
会

の
構

築
に
向

け
、
積

極
的
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に
取
り

組
ん

で
参

り
ま
す

。 


